
3-1 

 

３章 正社員の結婚・出産後の就業継続 

 

 

１．はじめに 

 この調査では、学校卒業時、結婚を決めた頃、第１子出産１年前、第１子１歳、現在というラ

イフステージごとに、どのような仕事についているか、夫の状況はどうかを尋ねている。この章

では、結婚を決めた頃正社員であった者の状況とその後（第１子出産１年前）の正社員就業継続、

及び第１子出産１年前正社員であった者の状況とその後（第１子１歳）の正社員就業継続につい

てみる。 

 まず、２節で、結婚後正社員就業継続したか否か別に結婚を決めた頃の本人の仕事特性・職場

特性と配偶者の仕事特性・家事・育児への協力見込み、親の家事・育児への協力見込みをみる。

３節で、本人や配偶者の意識と結婚後正社員就業継続したか否かの関係をみる。４節で、出産後

正社員就業継続したか否か別に出産前の本人の仕事特性・職場特性と配偶者の仕事特性・家事・

育児への協力見込み、親の家事・育児への協力見込みをみる。５節で、本人や配偶者の意識と出

産後正社員就業継続したか否かの関係をみる。 

 

２．結婚を決めた頃の本人や配偶者の仕事特性・職場特性と結婚後の正社員就業 

 この節では、結婚を決めた頃正社員であり、現在子どもがいる者に限って、結婚後（調査では

第１子出産１年前時点）正社員である者とそうでない者別に、結婚を決めた頃の本人の仕事特性・

職場特性をみた（図表 3-1）。 

 結婚後正社員である者の方が、結婚後正社員でない者よりも、結婚を決めた頃「仕事が好きだ

った」「自分で工夫する余地のある仕事だった」「育児中の人をサポートする雰囲気があった」「結

婚・出産後も働き続ける女性がいた」に「そう思う」「ややそう思う」と回答する者の割合が高い

傾向にあり、「仕事の負担が重かった」「出産でやめるのが当然の雰囲気があった」に「そう思わ

ない」「ややそう思わない」と回答する者の割合が高い傾向にあった。「仕事のやりがいがあった」

「男女で昇進機会に差があると感じた」「長時間労働だった」「転居を伴う転勤の可能性があった」

については、統計的に有意な違いはなかった。 

 次に、結婚後者正社員である者とそうでない者別に、結婚を決めた頃の配偶者の仕事特性や家

事・育児の協力見込みをみた（図表 3-2）。 

 結婚後正社員である者の方が、結婚後正社員でない者よりも、結婚を決めた頃配偶者が「夫は、

時間の融通のきく仕事をしていた」「家事や育児に対する夫の協力を見込めた」に「そう思う」「や

やそう思う」と回答する者の割合が高い傾向にあり、「夫は長時間労働だった」「夫は転居を伴う

転勤の可能性があった」「将来、夫の収入だけで暮らしていけると思った」に「そう思わない」「や

やそう思わない」と回答する者の割合が高い傾向にあった。「家事や育児に対する親の協力を見込

めた」については、統計的に有意な違いはなかった。 
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図表 3-1 結婚後も正社員か否か別 結婚を決めた頃の仕事特性 

（分析対象：結婚を決めた頃正社員で子どもがいる者） 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

＜仕事が好きだった＞ 正社員である(N=586)

正社員でない(N=207)

＜仕事のやりがいがあった＞正社員である(N=586)

正社員でない(N=207)

＜工夫のある余地のある仕事＞ 正社員である(N=586)

正社員でない(N=207)

＜仕事の負担が重かった＞ 正社員である(N=586)

正社員でない(N=207)

＜長時間労働だった＞ 正社員である(N=586)

正社員でない(N=207)

＜サポートする雰囲気＞ 正社員である(N=586)

正社員でない(N=207)

＜結婚、出産後も働き続ける女性がいた＞ 正社員である(N=586)

正社員でない(N=207)

＜出産でやめるのが当然の雰囲気＞ 正社員である(N=586)

正社員でない(N=207)

＜男女で昇進機会に差がある＞ 正社員である(N=586)

正社員でない(N=207)

＜転勤の可能性＞ 正社員である(N=586)

正社員でない(N=207)

そう思う ややそう思う どちらでもない あまりそう思わない そう思わない

χ2=10.595
p<0.05

χ2=14.098
p<0.01

χ2=42.155
p<0.01

χ2=42.155
p<0.01

χ2=19.656
p<0.01
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図表 3-2 結婚後も正社員か否か別 結婚を決めた頃の配偶者の状況や協力見込み 

（分析対象：結婚を決めた頃正社員で子どもがいる者） 

 

 

  

29.0%

40.8%

6.3%

6.8%

12.2%

21.4%

7.9%

22.3%

16.1%

14.6%

16.1%

15.0%

29.7%

30.1%

21.4%

15.5%

13.7%

13.6%

20.6%

23.3%

40.1%

34.0%

33.1%

27.2%

19.6%

11.7%

21.3%

13.1%

12.9%
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27.6%

14.1%

10.8%
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17.5%

26.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

＜長時間労働だった＞ 正社員である(N=583)

正社員でない(N=206)

＜時間の融通のきく仕事だった＞ 正社員である(N=583)

正社員でない(N=206)

＜転勤の可能性があった＞ 正社員である(N=583)

正社員でない(N=206)

＜夫の収入だけで暮らしていける＞ 正社員である(N=583)

正社員でない(N=206)

＜夫の協力を見込めた＞ 正社員である(N=583)

正社員でない(N=206)

＜親の協力を見込めた＞ 正社員である(N=583)

正社員でない(N=206)

そう思う ややそう思う どちらでもない あまりそう思わない そう思わない

結婚前の配偶者の状況 結婚後の本人の就業状況

χ2=14.937
p<0.01

χ2=15.143
p<0.01

χ2=12.081
p<0.05

χ2=43.079
p<0.01

χ2=9.610
p<0.05
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３．本人と配偶者の意識・価値規範と結婚後の正社員就業 

学卒時に希望する就業パターン別に結婚後も正社員として就業している割合をみた（図表3-3）

ところ、「結婚し子どもを持つが仕事もずっと続ける」と考えていた女性は、他の就業パターンを

希望していた女性よりも、就業継続している割合が高く、「結婚時に退職し子育て後に再び仕事を

持つ」と考えていた女性は、他の就業パターンを希望していた女性よりも、就業継続している割

合が低い。しかし、一方、「結婚し子どもを持つが仕事もずっと続ける」と考えていた者でも、結

婚後には正社員として就業していない者が２割近くいる。 

 

図表 3-3 学卒時に希望する就業パターン別 結婚後正社員就業した割合 

（分析対象：結婚を決めた頃正社員で子どもがいる者） 

 

 

配偶者が、結婚を決めた頃妻が仕事をすることに賛成しているか反対しているかによって、結

婚後も正社員就業した割合に違いがあるかをみた（図表 3-4）ところ、配偶者が、妻が仕事をす

ることに反対している場合よりも賛成している場合のほうが、結婚後も正社員就業している割合

が高いことが明らかになった。 

 

図表 3-4 配偶者の妻が仕事をすることに対する意識別 結婚後正社員就業した割合 

（分析対象：結婚を決めた頃正社員で子どもがいる者） 
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

結婚せず仕事をずっと続ける(N=60)

結婚するが子どもは持たず仕事をずっと続ける(N=27)

結婚し子どもを持つが仕事もずっと続ける(N=364)

結婚時に退職し子育て後に再び仕事を持つ(N=90)

出産時に退職し子育て後に再び仕事を持つ(N=122)

結婚時に退職しその後は仕事を持たない(N=72)

出産時に退職しその後は仕事をもたない(N=42)
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33.3%

35.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

夫は、あなたが仕事をすることに賛成である(N=662)

夫は、あなたが仕事をすることにどちらかというと賛成である(N=55)

夫は、あなたが仕事をしてもしなくても良いと思っている(N=40)

夫は、あなたが仕事をすることにどちらかというと反対である(N=14)

夫はあなたが仕事をすることに反対である(N=10)
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４．出産前の本人や配偶者の仕事特性・職場特性と出産後の正社員就業 

 第１子出産１年前に正社員であった者に限って、第１子１歳時に正社員である者とそうでない

者別に、第１子出産１年前の本人の仕事特性・職場特性をみた（図表 3-5）。 

 出産後正社員である者の方が、出産後正社員でない者よりも、第１子出産１年前「育児中の人

をサポートする雰囲気があった」、「結婚・出産後も働き続ける女性がいた」に「そう思う」「やや

そう思う」と回答する者の割合が高い傾向にあり、「出産でやめるのが当然の雰囲気があった」に

「そう思わない」「ややそう思わない」と回答する者の割合が高い傾向にあった。「仕事が好きだ

った」、「仕事のやりがいがあった」、「仕事の負担が重かった」、「自分で工夫する余地のある仕事

だった」、「男女で昇進機会に差があると感じた」、「長時間労働だった」、「転居を伴う転勤の可能

性があった」については、統計的に有意な違いはなかった。 

次に、第１子１歳時に正社員である者とそうでない者別に、第１子出産１年前の配偶者の仕事

特性や家事・育児の協力見込みをみた(図表 3-6)。 

 出産後正社員である者の方が、出産後正社員でない者よりも、第１子出産１年前に、「家事や育

児に対する夫の協力を見込めた」、「家事や育児に対する親の協力を見込めた」に「そう思う」「や

やそう思う」と回答する者の割合が高い傾向にあり、「将来、夫の収入だけで暮らしていけると思

った」に「そう思わない」「ややそう思わない」と回答する者の割合が高い傾向にあった。「夫は

長時間労働だった」「夫は、時間の融通のきく仕事をしていた」「夫は転居を伴う転勤の可能性が

あった」については、統計的に有意な違いはなかった。 
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図表 3-5 出産後も就業継続か否か別 出産前の妻の仕事・職場特性 

（分析対象：第１子出産１年前 正社員で子どもがいる者） 
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14.5%

18.0%

52.6%

58.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

＜仕事が好きだった＞ 正社員である(N=435)

正社員でない(N=284)

＜仕事のやりがいがあった＞正社員である(N=435)

正社員でない(N=284)

＜工夫のある余地のある仕事＞ 正社員である(N=435)

正社員でない(N=207)

＜仕事の負担が重かった＞ 正社員である(N=435)

正社員でない(N=284)

＜長時間労働だった＞ 正社員である(N=435)

正社員でない(N=284)

＜サポートする雰囲気＞ 正社員である(N=435)

正社員でない(N=284)

＜結婚、出産後も働き続ける女性がいた＞ 正社員である(N=435)

正社員でない(N=284)

＜出産でやめるのが当然の雰囲気＞ 正社員である(N=435)

正社員でない(N=284)

＜男女で昇進機会に差がある＞ 正社員である(N=435)

正社員でない(N=284)

＜転勤の可能性＞ 正社員である(N=435)

正社員でない(N=284)

そう思う ややそう思う どちらでもない あまりそう思わない そう思わない

出産前の仕事・職場特性 出産後の就業形態

χ2=111.376
p<0.01

χ2=98.518
p<0.01

χ2=98.921
p<0.01
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図表 3-6 出産後も就業継続か否か別 出産前の夫の仕事特性や協力見込み 

（分析対象：第１子出産１年前 正社員で子どもがいる者） 

 

 

５．本人と配偶者の意識・価値規範と出産後の正社員就業 

第１子出産１年前に正社員であった者に限って、学卒時に希望する就業パターン別に第１子１

歳時にも正社員として就業している割合をみた（図表 3-7）ところ、「結婚し子どもを持つが仕事

もずっと続ける」と考えていた女性は、他の就業パターンを希望していた女性よりも、就業継続

している割合が高く、「出産時に退職し子育て後に再び仕事を持つ」と考えていた女性は、他の就

業パターンを希望していた女性よりも、就業継続している割合が低い。しかし、一方、「結婚し子

どもを持つが仕事もずっと続ける」と考えていた者でも、第１子１歳時には正社員として就業し

ていない者が３割近くいる。 
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25.6%

32.5%

18.1%

18.1%

23.5%

24.2%

11.6%

15.2%

12.6%

14.8%

7.0%

4.3%

21.6%

23.1%

42.1%

51.3%

31.6%

23.8%

11.2%

21.3%

15.8%

19.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

＜長時間労働だった＞ 正社員である(N=432)

正社員でない(N=280)

＜時間の融通のきく仕事だった＞ 正社員である(N=432)

正社員でない(N=280)

＜転勤の可能性があった＞ 就業継続(N=432)

正社員でない(N=280)

＜夫の収入だけで暮らしていける＞ 正社員である(N=432)

正社員でない(N=280)

＜夫の協力を見込めた＞ 正社員である(N=432)

正社員でない(N=280)

＜親の協力を見込めた＞ 正社員である(N=432)

正社員でない(N=280)

そう思う ややそう思う どちらでもない あまりそう思わない そう思わない

出産前の配偶者の状況 出産後の本人の就業形態

χ2=11.874
p<0.05

χ2=20.976
p<0.01

χ2=10.704
p<0.05
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図表 3-7 学卒時に希望する就業パターン別 出産後正社員就業した割合 

（分析対象：第１子出産１年前 正社員で子どもがいる者） 

 

 

配偶者が、妻が仕事をすることに賛成しているか反対しているかによって、出産後正社員とし

て就業継続した割合に違いがあるかをみた（図表 3-8）ところ、配偶者が、妻が仕事をすること

に反対している場合よりも賛成している場合のほうが、就業継続している割合が高いことが明ら

かになった。 

 

図表 3-8 第１子出産１年前の夫考え別 出産後正社員就業した割合 

 

 

６．まとめ 

結婚を決めた頃正社員であった者の状況とその後（第１子出産１年前）の正社員就業継続、及

び第１子出産１年前正社員であった者の状況とその後（第１子１歳）の正社員就業継続について

みた。その結果、妻の仕事が好きな仕事、自分で工夫する余地のある仕事、負担の重くない仕事

であり、妻の職場が育児中の人をサポートする雰囲気があり、結婚・出産後も働き続ける女性が

いて、出産でやめるのが当然の雰囲気がないほど、結婚をはさんだ就業が多かった。また、夫の

仕事が時間の融通のきく仕事で、長時間労働ではなく、転居を伴う転勤の可能性がないほど、結

婚をはさんだ就業が多かった。さらに、家事や育児に対する夫の協力を見込めたほど、夫が妻が

仕事をすることについて賛成しているほど結婚をはさんだ就業が多いことが明らかになった。出
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結婚せず仕事をずっと続ける(N=65)
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結婚し子どもを持つが仕事もずっと続ける(N=324)
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66.6%

57.5%

40.6%

29.4%

23.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%
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夫は、あなたが仕事をしてもしなくても良いと思っている(N=69)

夫は、あなたが仕事をすることにどちらかというと反対である(N=17)

夫はあなたが仕事をすることに反対である(N=13)
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産をはさんだ就業継続については、妻の職場が育児中の人をサポートする雰囲気があり、結婚・

出産後も働き続ける女性がいて、出産でやめるのが当然の雰囲気がないほど、出産をはさんだ就

業が多かった。また、家事や育児に対する夫の協力を見込めたほど、夫が妻が仕事をすることに

ついて賛成しているほど出産をはさんだ就業が多いということが明らかになった。(山谷 真名) 

 

 


